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№９５４ ２０２６年６月７日
日本共産党荒川区議会議員団
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☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

５
月
29
日
、
日
本
共
産
党
区

議
団
は
、
滝
口
区
長
に
「
中
東

情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰
・
資
材

不
足
な
ど
か
ら
区
民
の
く
ら
し

と
営
業
を
守
る
緊
急
要
望
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日
本
共
産
党
区
議

団
は
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
中
小
事
業

者
、
介
護
・
医
療
事
業
者
、
建

設
関
係
団
体
な
ど
と
懇
談
を
行

い
、
実
態
把
握
に
務
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
各
区
議
会
議
員

の
事
務
所
を
中
心
に
し
た
生
活

相
談
活
動
で
も
、
「
毎
日
の
買

い
物
が
大
変
」
「
電
気
代
が
心

配
」
な
ど
苦
し
い
暮
ら
し
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
が
水
道
基
本
料
４
ヶ

月
無
料
、
品
川
区
が
電
気
代
４

０
０
０
円
（
全
世
帯
）
支
給
な

ど
一
部
で
直
接
支
援
の
動
き
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
野
区
で

は
、
中
東
情
勢
に
よ
る
原
油
価

格
・
材
料
の
値
上
げ
で
資
金
繰

り
に
困
難
が
生
じ
た
場
合
な
ど

２
０
０
０
万
円
ま
で
無
利
子
無

担
保
の
斡
旋
融
資
の
実
施
な
ど

決
め
て
い
ま
す
。

区
長
と
は
、
区
民
と
区
内
事

業
者
が
直
面
す
る
困
難
に
つ
い

て
認
識
が
一
致
。
し
か
し
、
区

と
し
て
の
独
自
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
と
い
う

範
囲
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
補

正
予
算
の
編
成
も

視
野
に
入
れ
た
思

い
切
っ
た
対
応
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

定例法律相談

７月６日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

１
．
イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
る
物
価

高
騰
・
資
材
不
足
に
つ
い
て
区

民
、
区
内
中
小
事
業
者
、
医
療

機
関
・
介
護
事
業
者
等
の
実
態

調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
。

２
．
物
価
高
騰
や
資
材
不
足
、

燃
料
費
の
値
上
げ
、
価
格
転
嫁

等
の
影
響
を
受
け
る
中
小
事
業

者
に
対
し
、
区
独
自
融
資
の
要

件
緩
和
や
返
済
猶
予
、
相
談
体

制
の
強
化
等
、
で
き
う
る
対
応

策
を
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

３
．
申
し
込
み
か
ら
速
や
か
に

借
り
ら
れ
る
区
独
自
の
緊
急
融

資
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
金

融
機
関
に
対
し
て
も
、
中
小
企

業
の
返
済
に
つ
い
て
丁
寧
に
応

じ
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

４
．
国
に
対
し
、
原
材
料
・
建

設
資
材
・
医
療
物
品
の
供
給
安

定
化
、
価
格
高
騰
対
策
等
、
必

要
な
支
援
策
を
求
め
る
こ
と
。

特
に
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
（
実
質
無

利
子
・
無
担
保
融
資
）
の
返
済

猶
予
を
再
延
長
す
る
よ
う
求
め

る
こ
と
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
際

の
持
続
化
給
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
う
よ
う
求
め
る
こ
と
。

５
．
医
療
機
関
や
介
護
施
設
、

中
小
事
業
者
等
、
物
価
高
騰
や

資
材
不
足
の
影
響
を
受
け
て
い

る
事
業
者
に
対
し
、
固
定
費
や

燃
料
費
等
へ
の
直
接
支
援
を
お

こ
な
う
こ
と
。

６
．
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
中
小
事
業
者
等
に
対
し
、

支
払
い
猶
予
な
ど
を
案
内
す
る

と
と
も
に
、
丁
寧
に
相
談
に
応

じ
る
こ
と
。

７
．
日
本
気
象
協
会
の
予
測
で

は
、
今
夏
も
40
℃
以
上
の
「
酷

暑
日
」
が
観
測
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。
夏
前
に
電
気
代
が
上

が
る
可
能
性
が
報
道
さ
れ
て
お

り
、
電
気
代
の
負
担
を
考
慮
し

て
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な
い
区
民

が
で
な
い
よ
う
、
荒
川
区
と
し

て
も
独
自
の
電
気
代
補
助
を
お

こ
な
う
こ
と
。

８
．
国
に
対
し
、
国
連
憲
章
と

国
際
法
、
日
本
国
憲
法
を
重
ん

じ
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
中
止
を

求
め
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
こ

と
。
戦
争
終
結
の
外
交
交
渉
を

行
う
よ
う
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン

双
方
に
働
き
か
け
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
こ
と
。

以
上

５
月
29
日
に
２
０
２
６
年
度

荒
川
区
議
会
開
会
会
議
が
開
か

れ
、
区
議
会
の
各
常
任
委
員
会
、

特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
横
山

区
議
は
、
総
務
企
画
委
員
会
と

震
災
、
災
害
対
策
調
査
特
別
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
に
所

属
し
ま
す
。

自
民
の
議
長
、
公
明
の
副
議

長
が
今
年
も
１
年
で
辞
職
し
ま

し
た
。
議
会
を
代
表
す
る
職
責

で
あ
り
、
た
ら
い
回
し
の
そ
し

り
を
免
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

問
題
も
含
め
議
会
改
革
は
、
道

半
ば
で
す
。

裏面 デジタルお買い物券発行、街の話題あれこれ、地域交通問題…など



「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ
ジ
タ

ル
お
買
い
物
券
」
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・

ペ
イ
ペ
イ
活
用
・
プ
レ
ミ
ア
ム

率
30
％
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売

申
込
み
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

（
左
囲
み
参
照
）

区
は
、
２
０
２
２
年
に
物
価

高
対
策
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
実
施
。

し
か
し
小
売
・
飲
食
店
で
「
決

済
手
数
料
負
担
が
重
い
」
「
翌

月
末
ま
で
現
金
化
さ
れ
な
い
」

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
率
３
〜
４

割
、
還
元
実
績
は
想
定
の
４
割

程
度
で
し
た
。

今
回
、
区
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
対
応
も
一
定
程
度
進

ん
で
い
る
」
「
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
」
と
し
て
区

商
店
街
連
合
会
と
連
携
し
デ
ジ

タ
ル
お
買
い
物
券
に
至
っ
た
よ

う
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
格
差
、
公
平
性

な
ど
引
き
続
き
改
善
を

こ
の
事
業
に
は
解
決
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

①
な
ぜ
ペ
イ
ペ
イ
だ
け
か
？
本

人
確
認
に
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
必

要
（
持
た
な
い
人
は
購
入
不
可
？
）

②
約
２
％
の
決
済
手
数
料
の
負

担
、
現
金
化
な
ど
課
題

③
紙
の
「
プ
レ
ミ
ア
付
き
お
買

い
物
券
」
も
11
月
発
行
の
よ
う

で
す
が
前
倒
し
が
必
要
（
プ
レ

ミ
ア
20
％
で
差
が
あ
り
ま
す
）

NHKニュース「4月の

ナフサ輸入量は減少も

代替調達先の米国から

は209倍」（2026年5月

31日）。「209倍も」

と高市政権が代替調達

がんばってるよう見え

ますが、実際は、ナフ

サは47％マイナス。ア

メリカからの代替調達

は全体量のわずか12.5

5%です。戦争の即時停

止こそ取るべき道です。

台
風
６
号
は
、
列
島
を
縦
断
、

東
京
初
「
レ
ベ
ル
4
危
険
警
報
」

が
で
ま
し
た
。
荒
川
区
は
、
大

雨
、
強
風
の
注
意
報
だ
け
で
す

み
ま
し
た
が
、
３
日
の
通
勤
時

間
帯
か
ら
午
後
に
か
け
て
強
い

雨
と
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

幸
い
、
人
的
・
物
的
被
害
は
報

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
気
候
変

動
が
言
わ
れ
る
中
、
異
常
気
象

に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す

し
、
気
候
危
機
へ
の
対
応
に
一

刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
台
風
一
過
の
景
色
は
、

一
時
前
が
嘘
の
よ
う
な
静
け
さ
、

空
の
青
と
建
物
・
上
空
に
残
さ

れ
た
雨
雲
の
動
き
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

横
山
幸
次

デジタルお買物券の販売スケジュール
(本人確認完了済みの PayPayアプリからの申込み購入）

【第１次販売】(抽選販売・区民限定)

申込期間:6月15日(月)～7月14日(火)

購入期間:7月15日 (水)～8月6日(木)

1人最大で3万円 (１口5千円で6口)まで購入可

【第２次販売】(先着販売・在住条件なし)

購入期間:9月7日 (月) 12:00頃～12月31日(木)

販売額:4,800口 (販売総額の1割)+第1次販売の残り分

※第1次販売で購入した方も購入可

販売内容
・プレミアム率 30%、1口5,000円で6,500円分使える

・PayPayアプリ本人確認完了済の12歳以上の方

※アプリ上の本人確認にマイナカード、運転免許証など

顔写真付き証明書が必要

・利用期間:7月15日(水) ～2027年1月10日(日)

《消費者向けｺｰﾙｾﾝﾀｰ ・paypay商品券専用サポート窓口》

0120-925-510(通話料無料)

荒
川
区
議
会
で
国
に
対
し

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
を
求
め
る
意
見
書
」
の
陳

情
審
査
と
本
会
議
で
の
採
決
が

行
わ
れ
、
「
不
採
択
」
に
な
り

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
、
公
明
党
、
立

憲
民
主
党
は
「
採
択
」
を
主
張
。

し
か
し
自
民
党
、
維
新
、
ゆ
い

の
会
（
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、

国
民
、
あ
た
ら
し
い
党
、
無
所

属
）
が
「
不
採
択
」
を
主
張
。

本
会
議
の
採
決
の
結
果
「
不
採

択
」
と
な
り
ま
し
た
。

自
民
党
は
こ
れ
ま
で
も
予
算

委
員
会
な
ど
で
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
導
入
に
「
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
べ
き
」
と
し
、
今
回

も
「
旧
姓
の
通
称

使
用
の
拡
大
で
改

善
を
図
る
」
と
政

府
方
針
そ
の
ま
ま

の
意
見
で
し
た
。

区
民
の
中
に
も
夫
婦
同
姓
を

希
望
す
る
方
、
姓
を
変
え
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
り
、
改
姓

を
強
要
し
た
く
な
い
方
も
い
ま

す
。
改
姓
は
96
％
が
女
性
、
人

権
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

区

議
会
と
し
て
多
様
な
区
民
の
声

を
国
に
届
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
全
国
５
９
１
地
方
議
会
で

意
見
書
を
提
出
（
今
年
４
月
時

点
）
し
て
い
ま
す
。

荒
川
区
議
会
の
見
識
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

南千住汐入地区では、汐入さくら廃止、都バスの雨天時

臨時便も廃止されて以降、雨天時に都バス積み残しが発生。

住民の強い要望や議会日本共産党の追求などで、区が対応

を検討していました。結果が「住民による自家用車を使っ

た送迎」でした。平日７時～８時２０分の間、希望者を駅

東口まで自家用車で送迎します。１日１台、５往復程度で

ボランティア運転手４人が交代で運行します。利用者は、

７０歳以上、高校生以下の子ども、妊婦に限定。安全対策

は、講習、毎回のアルコールチェック・車両点検、万一の

事故には区の保険で対応となっています。１年間実証運行

するそうです。あくまでも地元有志の取り組みに区が「年

５０万円助成」しての実施です。結局住民任せで区が責任

を負うものではありません。コミュニティバス、都営バス

の基軸にした交通網の整備が何よりも急がれます。


